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手術後1日目

（　　　/         ）

手術当日

手術後

（　　　/         ）

●鎮静剤を使用した方は帰室
　時のみモニターを装着
　します
●酸素の値が低い方は、術後
　1時間酸素を使用します

●点滴を4本行います
　(食事開始の場合は
　 ありません)

●11時から点滴を4本行います
●点滴を始める前に長衣をお持ちします
　ので、着替えておいて下さい

●全粥食開始とともに、
　糖尿病薬・インスリン再開

●絶食になります。
　水分は摂取して構い
　ません
●医師の指示のもと
　全粥食開始となる
　こともあります

●治療後は絶食になります
　水分は摂取して構いません
●医師の指示で水分摂取も
　出来ない場合もあります

●医師の
　指示の
　もと
　全粥食
　開始

●ｼｬﾜｰ可

●病棟内は自由に歩けます

●清拭

●20時に担当看護師が下剤を
　お持ちします
●治療当日に着用する弾性スト
　ッキングのサイズを測ります

●普段通
　り服用
　いただ
　いて構
　いませ
　ん

●服用して構いませんが、一部
　休薬が必要な薬もありますの
　で、看護師の指示に従って
　下さい
●鉄剤、糖尿病薬は中止、イン
　スリンを行っている方は通常
　の1/3量に減量になります

●6時から下剤を2時間を目安とし
　て服用していただきます
●下剤服用後、嘔気・嘔吐が出現
　した場合看護師に伝えて下さい
●排便状況と排便回数をその都度
　確認してください。写真のよう
　な排便になったら看護師に一度
　見せて下さい
●検査室から呼ばれたら専用の
　パンツを着用して下さい
●下肢静脈血栓予防のために弾性
　ストッキングをはきます

手術後
3日目

（　/　）

●米飯食

●院内を自由に歩けます

●入浴可

退院日
手術後
4日目

（　/　）（　/　）

2．合併症(出血・腹痛など）がなく過ごすことができる
3．安静などの治療後の注意点を理解できる

手術後
2日目

（　/　）

●鎮静剤を使用しているため
　術後3時間はベッド上安静
　になります
●3時間後異常がなければ、
　トイレまで歩けます

経過

内視鏡的大腸粘膜剥離術
を受けられる 様へ 担当医： 　　

手術前
入院日～

手術前々日 治療前日

月/日 （ /  ～  /  ） （　　　/         ）

検査

内服薬

点滴

治療
処置

達成目標

清潔

活動

食事

●制限はありません

●制限は
　ありま
　せん

●治療食がでます
●病院食以外は摂取しないで
　下さい
●果肉(つぶつぶのもの)を含む
　飲み物は飲まないで下さい。
　水・お茶・スポーツドリンク
　は飲んでも構いません

1．不安なく治療を受けることができる

●朝から絶食になります
●水・お茶は飲んでも構いません

●制限はありません

●術前シャワー可

説明

入院期間については現時点で予想されるものです。

担当看護師： 患者･家族：

備考

●鉄剤、糖尿病薬服用、インスリン
　を行っている方は休薬して下さい
●薬は下剤服用後に服用して構いま
　せん。服用開始時間は看護師の
　指示に従って下さい

●治療について説明があります
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